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Computex2018 & InnoVEX2018 レポート＜3＞
3年目を迎えたベンチャーイベント InnoVEX

Taipei Computer Association 東京事務所 駐日代表 吉村 章

■1■ InnoVEX とは Computex に併設さ
れたスタートアップイベント

InnoVEX2018 は今年で3回目の開催となる。
2016 年から Computex に併設されたスタート
アップイベントで、国内外のスタートアップ・ベ
ンチャーが集まる。会期は6月6日(水曜日)から
6月8日(金曜日)まで。Computex が会期5日間
であるのに対して会期は3日間である。
会場は世界貿易センター（信義区）の第3ホー
ル。InnoVEX と い う 名 称 は Innovation、
Venture、Exhibitions を組み合わせた造語で、世
界 21 の国と地域から 388 組のスタートアップ
チームが参加。国内外の有力な VC（ベンチャー
キャピタル）も注目する。活動の中心であるピッ
チコンテストには海外からも含め 102 のスタート
アップ・ベンチャーからエントリーがあり、書類
審査を経て 25 のチームがセミファイナルへ進ん
だ。出展者数、ピッチコンテストのエントリーは
共に年々増えている。
第3ホールは一般ブースによる出展エリア、

テーマパビリオン、センターステージ、Pi ステー
ジ（パイステージ）の4つのエリアに分類され、国
内外の企業が製品や技術、ビジネスモデルを披露
し合った。Pi ステージとはマッチングを目的とし
たピッチが開催されるエリアで、Pi(π)とは割り
切れない数字、無限の可能性を示す。スタート
アップベンチャーがパートナー探し、または自社
製品や技術の売り込みのために白熱したプレゼン
が行われた。また、ピッチコンテストの予選が行
われたのもPi ステージで、今年の InnoVEXで実
は最も注目を集めた隠れた見所ポイントだった。

センターステージは会場全体の4分の1の面積
を割いて設けられ、キーノートスピーチやパネル
ディスカッションなどさまざまなプログラムが行
われた。キーノートスピーチでは日本からもデロ
イトトーマツベンチャーサポート事業統括本部長
の 斎 藤 佑 馬 氏 が 登 壇。「Start-up Growth
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写真1 今年の Computex は出展企業 1,602 社、5,015 小間、
2018 年6/5(火)-6/9(土)まで会期5日間、バイヤー登
録は 168 の国と地域から 42,284 人

写真2 InnoVEX は 2016 年から Computex に併設されたス
タートアップイベント、今年で3回目となる。世界 21 の
国と地域から 388 組のスタートアップチームが出展。国
内外の投資家やスタートアップ支援機関も多数参加



Factors-Experience of the Japanese
Entrepreneur」というテーマでスピーチを行っ
た。斎藤氏はピッチコンテストのファイナル（最
終決戦）の審査員も務めている。

■2■熱戦のピッチコンテスト
センターステージ最大のイベントはピッチコン
テストである。ピッチコンテストにエントリーし
たのは 102 のチーム。会社設立間もないスタート
アップや設立準備中のグループ、大学のインキュ
ベーション機関に入居しているグループ、個人と
してのエントリーなど、国内外のさまざまな企業
やグループがエントリーした。事前に書類審査が

行われて 25 のチームがピッチコンテストの出場
権を獲得。セミファイナルは6月6日(水)と7日
(木)に行われた。
6月8日(金)に行われたピッチファイナルでは

300 席ほどの会場が満席になり、立ち見が出るほ
どの盛況ぶりだった。セミファイナルを勝ち上
がってきたファイナリスト8チームが優勝賞金3
万米ドルを賭けてプレゼンを競い合った。プレゼ
ン時間は6分、その後QAが6分、英語による真
剣勝負のやりとりが繰り広げられた。
QAの時間にはプレゼン内容について審査員側

から鋭い切り口の質問を浴びせられ、流暢な英語で
質問に的確に答えるケースや一瞬言葉に詰まりな
がらもうまく切り返すケースなど、登壇者と審査員
との白熱したやり取りはなかなか見応えがあった。
通常、ピッチではプレゼンテーションの能力、

製品やサービスの完成度、さらにアイデアの独自
性や斬新性などが審査の対象であるが、InnoVEX
で最も重視されるのはビジネスモデルとして具体
的に実現が可能かどうかという点である。つま
り、ビジネスに直結する技術や製品、またビジネ
スモデルとしての事業採算性が問われる。会場に
は台湾の大手ベンダーの担当者が多数詰めかけ、
また個人投資家や VC（ベンチャーキャピタル）
も多い。ビジネスモデルとしての実現性が彼らの
最大の関心事である。
つまり、スタートアップ企業の技術や製品の中

でビジネスチャンスに繋がるものがあればどんど
ん取り込みたいという大手ベンダーの思惑と、量
産までを視野に自社の製品や技術を大手ベンダー
に売り込みたいというスタートアップの期待が交
錯する中で、その両者を繋ぐのが InnoVEX の役
割と言ってもいいだろう。個人投資家やVCもこ
うした動きに注目している。
また、ピッチコンテストでは4つの企業や団体

が独自のAward を設けて協賛している。それぞ
れ独自に奨金を提供し、ピッチコンテストを盛り

交流 2018.9 No.930

― 2 ―

写真3 InnoVEX の会期は6/6(水)から3日間。世界貿易セン
ター第3ホールにはセンターステージとPi ステージが設
けられ、フォーラム、パネルディスカッション、ピッチコ
ンテスト、マッチングイベントなどが開催された。写真
はPi ステージの様子

写真4 センターステージのキーノートでは日本からデロイト
トーマツベンチャーサポート事業統括本部長の斎藤佑馬
氏が登壇



上げた。台湾のデルタは Delta Electronic Inc.
Special Award、経済部/中小企業處（日本の中小
企業庁に当たる機関）は Startup Terrace Award、
そして Nogle Limitted と Minced Capital Group

が共同でひとつのAward を提供。表彰式ではそ
れぞれが受賞チームに奨金を直接手渡した。

■3■アメリカのBioinpira がグランプリを
獲得

8日午後、センターステージで行われたピッチ
ファイナルにはセミファイナルを勝ち残った8つの
チームが参加した。ピッチファイナルでは熱いプレ
ゼンバトルが繰り広げられ、その結果、アメリカの
Bioinpira がグランプリを獲得した。Bioinpira に
は主催者から優勝奨金は3万米ドルが贈られ、100
を超えるエントリーチームの頂点に立った。
この製品はバイオテクノロジーの技術を応用し

て開発されたセンサーで、微生物を使って空気中
の成分分析を行う。さまざまな分野での活用が期
待される製品である。微生物が特定の物質に反応
することを応用して、空気中にあるさまざまな物
質を検出する。応用範囲が広く、かつ精度の高い
検出と分析ができることが「強み」である。微生
物から作り出された物質をモジュール化したとい
うところが画期的。QAではビジネスモデルの構
築で鋭い質問を浴びせた審査員も結果発表後の講
評では絶賛だった。
ビジネスモデルをプレゼンするイベントは日本

国内にもある。日本でもピッチは珍しいイベント
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写真6 ピッチコンテストのファイナルではおよそ 300 席の会場
がいっぱいになり、立ち見がでるほどの盛況ぶり

写真5 プレゼンテーションの持ち時間は6分間。その後、同じ
く6分間のQAが行われた

写真7 審査委員は QAの時間に技術力やビジネスの将来性を見
極める。写真は最前列の審査員席。英語による真剣勝負
のやりとり

写真8 InnoVEX ピッチコンテストの審査委員長 Fenox
Venture Capital、President & CEO、Anis Uzzaman
氏（アニス ウッザマン氏）



ではなくなった。しかし、アイデアのプレゼンだ
けであったり、仲間集めのためのイベントであっ
たりするケースが多いようだ。緊張感に欠けるプ
レゼンも少なくない。
プレゼンをする側に何が何でも自社のビジネス
モデルを売り込みたいという緊張感と熱意がどれ
ほどあるか、また審査をする側も具体的なビジネ
スを前提とした厳しい眼がどれほど向けられる
か、日本のピッチイベントは海外と比較して熱量
の差を感じる。日本の場合、審査をする側も一般
的なアドバイスの領域を超えないコメントであっ
たり、同時にプレゼンをする側のほうも内容の詰
めの甘さを感じるプレゼンが少なくない。（多少
言い過ぎかもしれないが・・・）
一方、台湾のピッチコンテストはプレゼンをす
る側も、聞く側も真剣そのものだ。審査員は鋭い
質問や課題の指摘し、一瞬の戸惑いを見せながら
も反論する登壇者や一歩踏み込んだ主張で切り返
す登壇者など真剣勝負が続く。会場から起こる歓
声やため息、プレゼンに頷く人、感じた疑問を表
情に出す人、身を乗り出して聞き入る人、メモを
取りながら聞く人、そして会場を包み込む大きな
拍手…。6月8日(金)午後に行われたピッチの
ファイナルはなかなか見応えがある3時間だっ
た。ピッチコンテストの結果は以下の通り。

◇ InnoVEX2018 Pitch Contest Winner
≫ Grand prix
Bioinpira（アメリカ） IoT分野
http://www.bioinspira.com
≫ Delta Electronics Inc. Special Award
OneWatt Solutions（フィリピン） IoT分野
http://www.onewatt.eu
≫ Nogle Limitted & minced Capital Group
Special Award
Kloudless（アメリカ）Enterprise Software 分野
https://kloudless.com

≫ Startup Terrace Award（合計5社）
One Watt Solutions（フィリピン） IoT分野
http://www.onewatt.eu

Kloudless（アメリカ）Enterprise Software 分野
https://kloudless.com

ORII/ 九 疊 有 限 公 司（台 湾) Wearable
Technology 分野
http://www.orii.io

Tempo（フランス）Mobile 分野
https://tempow.com/

A-Volute（フランス）AUDIO分野
http://www.a-volute.com/

※ One Watt Solutions と Cloudless は複数の受賞
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写真9 グランプリを獲得したのはアメリカのBioinpira、審査委
員長から奨金3万米ドルが贈られた

写真 10 微生物を使って空気中の成分分析を行うセンサー、バイ
オテクノロジーの技術を応用して開発（写真はBioinpira
ホームページより）



■4■ InnoVEX出展エリアに目を向けると
Computex & InnoVEX は信義区の世界貿易セ
ンターエリアと南港地区の南港ホールでの開催。
全体の展示面積は幕張メッセのほぼ 1.5 倍にな
る。その中で InnoVEX は信義区の世界貿易セン
ター第3ホールでの開催。面積はおよそ 6,700㎡
で幕張メッセのホールひとつ分の大きさとほぼ同
じである。第3ホールは Computex の第1ホー
ルの東側、歩いて1～2分の距離にあり、
Computex の中で第3ホールは InnoVEX 専用
ホールとして使われる。
第3ホールの中央で最も存在感を示していたの

は、IDB‐IISC 主題館と CBIA/Taiwan Startup
Springboard（創新育成主題館）のふたつのテー
マパビリオン。IDB‐IISC 主題館は経済部/工業
局（IDB/IISC）からの委託を受けて財団法人工業
技術研究院（ITRI）が運営する。農業、物流、医
療、教育など様々な分野のスタートアップ企業が
集められていた。もうひとつの CBIA/Taiwan
Startup Springboard（創新育成主題館）は財団法
人中華民国創業育成協会（Chinese Business
Incubation Association, 略称は CBIA）が主催。
大学を中心としたインキュベーション機関が多数
出展し、注目を集めていた。
筆者が特に注目したのは Alibaba Taiwan

Entrepreneurs Fund（阿里巴巴台灣創業者基金）
のパビリオン。これは中国のアリババが出資する
国内外のスタートアップ企業をとりまとめて、ア
リババ台湾が主催するパビリオンだ。アリババと
いうブランドもあってか会場では終日たくさんの
来場者で賑わっていた。
また、その横で存在感を示していたのはオラン

ダパビリオン（Dutch Pavilion）で派手な色使い
の装飾が会場の中でもひときわ目立った。オラン
ダ以外にもフランス、アメリカ、カナダ、韓国、
ブラジル、フィリピンなど、世界のさまざまな国
と地域から出展があり、InnoVEX が世界中のス
タートアップからも注目を集めているイベントで
あることがよくわかる。
筆者がもうひとつ興味を持ったのが XR

EXPTESS TW主題館である。このテーマパビリ
オンにはARや VRなどバーチャルリアリティ関
連の製品を取り扱う企業が出展。ゴーグルを使っ
たVRの体験コーナーや最新のAR技術を使った
ソリューションなど集められていた。パビリオン
を主催しているのは Taiwan Association for
Virtual and Augmented Reality/略称 TAVAR
（台灣虛擬及擴增實境産業協會）という組織。こ
れはAR/VR関連製品を取り扱う企業によって設
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写真 11 Nogle Limitted & minced Capital Group Award を受
賞したKloudless

写真 12 ピッチイベント最後は審査員も加わって記念撮影



立された業界団体で、AR/VR 技術の普及と国内
外における市場開拓を目指す。これまでは個別に
出展していたAR/VR製品を取り扱っている企業
だが、今年は TAVAR が主催するテーマパビリ
オンにまとまって出展。今年の Computex から
始まった新たな動きであり、第3ホール
InnoVEX の中でもたくさんの人が集っていたパ
ビリオンのひとつである。
InnoVEX にはこの他にも、科技部による
Taiwan Tech Arena（科技部青年科技創新創業基
地）、台北市政府が運営する Global Startup
Talents ＠ Taipei（台北國際新創館）、さらに
TYC/ 桃 園 市 青 創 館、Startup Exposition ＠
Start-up Terrace（林口新創園新創交易中心）な
ど、さまざまな組織や企業グループが傘下の企業
を伴いパビリオンの形で出展している。世界的に
もスタートアップ企業の動向に注目が集まってい
るが、国や地方政府がスタートアップ支援に力を
入れている動きは台湾でも例外ではない。
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写真 14 CBIA/Taiwan Startup Springboard（創新育成主題館）
は財団法人中華民国創業育成協会（CBIA）が運営。海外
メディアの取材を受ける大学スタートアップ・ベンチャー

写真 13 IDB-IISC 主題館を視察する北海道のグループ。経済部/
工業局（IDB/IISC）からの委託を受けて財団法人工業技
術研究院（ITRI）が運営

写真 15 科技部の Taiwan Tech Arena（科技部青年科技創新創
業基地）、lnnoVEX はスタートアップと海外とをつなぐ
重要な場

写真 16 アリババ台湾が運営するパビリオン



■5■なぜ InnoVEX が注目を集めている
か、台湾大手ベンダーの戦略の変更

InnoVEX は世界の他の地域で開催されるス
タートアップイベントとどんな点が違うのか、な
ぜ InnoVEX が注目を集めているのか、その背景
には IoT 時代に対応すべく台湾大手ベンダーが
進めている戦略の変更がある。
台湾はパソコンやタブレット、スマホなどの

IT端末、それに付随する周辺機器やアクセサリー
を生産し、欧米をはじめ世界を相手にビジネスを
してきた。製品を大量に安く生産し、世界中に売
りさばくことが台湾ベンダーの「強み」である。
しかし、今こうしたビジネスモデルが崩れようと
している。IoT の出現によってさまざまな分野の
多様なニーズに、スピーディに、かつフレキシブ
ルに応えていくことが求められる時代になってき
た。開発に時間をかけ、コストダウンを目指し、
安さで競い合い、量産によって世界市場を狙う従
来のビジネスモデルでは通用しなくなったわけで
ある。
時代が IoTとなり、IT端末が多様化する中で、

台湾の大手ベンダーはこれまでにない戦略の変更
を求められている。交流7月号 vol.928 でもレ
ポートしたように、ASUS（華碩）のサービスロ
ボット、Benq（明基）の無人コンビニシステム、
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写真 17 アリババが出資する企業がブースに並ぶ

写真 18 オランダパビリオンに出展する企業、欧米からの出展企
業も多い

写真 19 TAVAR（台灣虛擬及擴增實境産業協會）による XR
EXPTESSパビリオン

写真 20 VR/AR 関連の製品を取り扱う企業を取りまとめての出
展、写真はブースでのデモ



同じく Benq（明基）のスマートファクトリー、
MSI（微星）はテレマティクス、MiTAC（神通）
は図書館システムなど、これまで台湾の成長に
担ってきた大手パソコンベンダーは IoT を前面
に出した BtoB ソリューションに向かっている。
そして、こうした動きがますます顕著になってき
ている。さらに今年はAcer（宏碁）ブースからパ
ソコンの展示が消えたという点も筆者としてはた
いへんショッキングなニュースだった。（詳しく
は交流8月号 vol.929 を参照）

■6■スタートアップ、大手ベンダー、投資
家、その中心で3者を繋ぐ InnoVEX

アイデアはあるが資金がないスタートアップや
ベンチャー企業にとって、台湾の大手ベンダーと
の連携は大きなビジネスチャンスとなる。大手ベ
ンダーと連携することはスタートアップにとって
魅力的だ。スタートアップが必要とするさまざま
なサポートを大手ベンダーから受けることができ
る。また、自社の技術やビジネスモデルが大手ベ
ンダーを経由して投資家の眼に留まれば、資金調
達にも道が開ける。世界の有力 VC（ベンチャー
キャピタル）とのコンタクトも可能だ。
方向性の転換を求められている大手ベンダーに

とっても、すべての技術を自前で開発していくの
は困難だ。必ずパートナーが必要である。できる
だけ即戦力となるパートナーがいい、小回りの利
くパートナーがいい、斬新なアイデアを手に入れ
たい…。InnoVEX に集まるスタートアップに眼
を向け、候補企業を探し出す。ここで両者の利害
が一致する。今後、大手ベンダーとスタートアッ
プの提携がますます増えることが予想される。
VCにとっても単にスタートアップを探して自

己判断で投資をするのはリスクが大きい。台湾大
手ベンダーがアクセラレーターやメンターとして
の役目を果たしてくれるのなら、安心して投資先
候補に眼を向けることができる。リスク分散も可
能だ。ベンチャーを発掘し、育て、ビジネスモデ
ルを構築するために台湾大手ベンダーのリソース
を活用する。このように3者の利害が一致し、そ
の中心で繋ぎ役となっているのが InnoVEX なの
である。
Smart Home（住宅・家電）、Smart Office（オ
フィス・事務機器）、Smart Vvehicle（自動車）、
Smart Factory（工 場 の 自 動 化）、Smart
Education（教育）、Smart Agri（農業）など、そ
れぞれ IoT 分野における成長の可能性を支える
のはイノベーション（Innovation）であり、さら
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写真 22 MSI（微星）は南港ホール 1F にテレマティクス関連製品
を出展

写真 21 南港ホール 4F では Benq（明基）がロボットアームを展
示



にそのイノベーションを起こすためにはスタート
アップの新しい力が必要となる。こうした分野を
跨いで開催される InnoVEX はまさにそのハブ
（Hub）としての役割を担っている。

写真 23 Qubi は EQL（宜優科技）のサービスロボット、足元に自
動掃除機を収納する。量産を受け持つのは台湾大手 EMS
ベンダーであるQuanta（廣達）

■7■台湾 IT 産業の中で Computex &
InnoVEXが果たす役割

通常スタートアップイベントとは出資者を募
り、アクセラレーターやメンターなどビジネスモ
デル構築を支援してくれるパートナー企業を探す
というのが一般的だ。まずは資金集め、次にアイ
デアを形にする試作、そして小ロット生産から量
産体制を目指すという形で進むのが一般的だろ
う。プレーヤーとして大手量産ベンダーが登場す
るのは最後の最後かもしれない。VCが主導的な
役割を果たしてスタートアップと大手ベンダーと
を繋ぐこともある。
しかし、台湾の場合はちょっと様子が違う。台
湾のスタートアップイベントではスタートアップ
チームのプレゼンにまず大手量産ベンダーが反応
することが多い。「これはいい」という技術や製
品に対して、まず大手量産ベンダーが手を挙げ、
自社内のリソースを使ってビジネスモデルの構築
を支援する。つまり、大手量産ベンダーがアクセ

ラレーターやベンターの役割も果たし、場合に
よってはVCや個人投資家に働きかけをする。
製品の試作から量産まで、さらに自社の販路を

使って販売からアフターサービス体制に至るまで
主導的な役割を果たして製品を自社製品として世
に送り出す。必要であれば VC との連携もある。
VC が必要なければ積極的な自社投資もある。
InnoVEX が注目されているのはこの点であり、
台湾で開催されるスタートアップイベントもこの
点に大きな特徴がある。

■8■台湾ベンダーの「強み」は、ネットワー
ク力、量産技術、サプライチェーン

1990 年代「世界のパソコン工場」と言われた台
湾、ここで台湾 ITベンダーの「強み」をもう一度
整理しておきたい。
第一に、グローバルな販売ネットワークだ。台

湾ベンダーは世界を相手にビジネスを行ってき
た。欧米に限らず、中南米、東欧、中国、東南ア
ジアなど、台湾ベンダーにとってグローバル市場
が主戦場。台湾の国内市場は視野にないといって
も過言ではない。全世界に販売ネットワークを構
築し、世界中に製品を供給することで成長を遂げ
てきた。もちろんここには人的なネットワークも
ある。世界中に販売店を持ち、それぞれの地域と
の人的な交流があり、グローバルな人材を有する
のは大きな「強み」である。
そして第二に、これまでOEM/ODM（Original

Equipment Manufacturing/Original Design
Manufacturing manufacturer）で培ってきた長年
のモノづくりのノウハウである。市場のニーズに
合わせて短期間にモノを設計し、量産体制をいち
早く整え、グローバルな販売網をフルに活用して
世界中に製品を供給してきた。1990 年代にはそ
の生産規模から「世界のパソコン工場」と言われ
るようになり、グローバル市場をけん引してきた。
中国が急速な勢いで追い上げを見せてきてはいる
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が、まだまだ台湾ベンダーのアドバンテージは健
在である。
さらに第三に、台湾には原材料の調達からさま
ざまな部品の供給まで量産体制を支えるサプライ
チェーンがあること。台湾ではハードウエアであ
ればほぼすべての部品が台湾内で調達できる。試
作から製品化までの過程でこれは大きな「強み」
である。またコストパフォーマンスを考えた場
合、中国企業からの部材の調達も可能。台湾企業
が持つネットワークを生かし、中国で生産体制を
作ることも可能。また、ハイエンドの部材調達は
日本企業とのネットワークもある。こうしたサプ
ライチェーンと生産基盤の厚みが台湾企業の大き
な「強み」となっている。
そして世界市場を繋ぐ接点になっているは
Computex である。同時に Computex は世界の
パソコン工場として台湾製品を PRするための広
告塔的な役割を果たしてきた。さらに Computex
には部品から完成品まで IT 関連製品のサプライ
チェーンとしてのショーケースとしての役割もあ
る。
Computex とはある意味台湾の国策的な展示会
である。世界中から4万人のバイヤーを集め、台
湾製品を PRし、台湾製品を買い付けて行っても
らうための場が Computex である。つまり、グ
ローバル市場に台湾製品を売り込む最前線であ
り、バイヤーから見ると製品トレンドを知り、市
場で売れるものを探すための最前線でもある。
そして、新たに 2016 年からは InnoVEX が加

わった。つまり、スタートアップやベンチャー企
業を取り込み、アイデアを形にし、プロトタイプ
から少量生産を経て量産体制を作る。そしてそれ
を世界に売りさばくための広告塔とショーケー
ス。こうした流れをひとつのイベントで見ること
ができるのが Computex & InnoVEX なのであ
る。

■9■ Computex の出展製品は「最先端」
ではなく「実用先端」を重視

Computex 視察後に「Computex は期待してい
たほどじゃなかった」、「もっと最先端の技術やト
レンドを先取りした製品を見たかった」という感
想を聞くことがある。確かに Computex には自
動車の自動運転技術も、8K/16K といった最先端
の映像技術も、第五世代の通信技術もない。そう
いう意味では Computex で期待していた最先端
を見ることができなかったのかもしれない。
しかし、そもそもComputex はそうした「最先
端」の展示会ではない。先端技術の技術を見るた
めの展示会ではなく、買い付けの展示会である。
それぞれの地域と求められている「実用先端」の
製品をバイヤーが買い付けるための展示会である。
出展側は安定した品質で供給可能であること、

量産体制を整え、リーズナブルな価格帯を実現し
た製品であること、誰もが求めている必要にして
十分なスペックを備えた製品であることを目指
す。もちろんバイヤー側から見ても同じである。
バイヤーがComputex 求めているのは決して「先
端技術」ではなく、「実用先端」なのである。
言い換えると、未来の技術や製品トレンドでは

なく、半年後のクリスマス商戦で売るための商材
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写真 24 Computex には日本企業も出展している。リリックス
ピーカーを出展するモリサワ、音楽に合わせて表示され
る文字が踊る。https://lyric-speaker.com 台湾から
世界市場を目指す



を探すこと、今売れる商材を安く仕入れること、
こうした目的で世界中のバイヤーが集まるのが
Computex なのである。最先端や高付加価値を追
求するのではなく、必要にして十分なスペックでコ
ストパフォーマンスのよい製品が花形。バイヤー
が期待するのはこうした製品である。逆に言うと
「Computex は期待していたほどじゃなかった」と
いう感想を漏らす日本人は、Computex の見方を
きちんと理解していなかったのかもしれない。
もし、Computex で最先端や高付加価値の新し
い製品を見たければ、セミナーやカンファレンス
への参加をお勧めする。Computex の会期中に開
催されるセミナーやカンファレンスにはこうした
先端技術や時代を先取りする製品についてのプレ
ゼンがある。会場の出展ブースを回って製品を見
るのではなく、セミナーやカンファレンスへの参
加がお勧めだ。
もうひとつ…。ブースを回る日本人から展示さ
れている製品の完成度の低さや詰めの甘さを指摘
されることがよくある。確かに徹底的に作り込み
を行って高い完成度の製品を世に出す日本企業か
ら見ると、完成度の低さや詰めの甘さが気になる
という点もわからないでもない。
しかし、まずはアイデアを形にして、バイヤー
の反応を見る。完成度を上げていく取り組みはバ
イヤーの反応次第…。相互補完的な水平分業で製
品の完成度を上げ、可能性を見極めたら一気に量
産体制を作り上げる。このように段階的に製品づ
くりを行っていく手法をとるのが台湾企業だ。日
本企業では社内稟議が通らないような企画でも、
台湾ではスタートする。実際にプロジェクトを走
らせながら完成度を上げていく。
Computex にはこうした製品がたくさん並ぶ。
毎年ブースを回ってみると「こんなもの作っちゃい
ました」といったユニークな製品がけっこうある。
アイデアをそのまま形にしたような製品だ。残念
ながら確かにその完成度の低い。詰めの甘さが目

立つ。しかし、ある意味ではこれもComputex が
Computex らしいところでもある。今後、ウェブ
では Computex や InnoVEXで見つけたユニーク
な製品を随時紹介してく予定。こちらも併せてご
覧いただきたい。http://www.asia-n.biz

写真 25 2019 年には南港 hall2 が完成予定、来年は会場を拡大し
ての開催となる

ここまで3回に渡って Computex & InnoVEX
をレポートしてきた。このレポートの内容に関し
てのお問い合わせはTCA東京事務所まで。http:
//www.tcatokyo.com 製品紹介やより詳しいレ
ポートについては下記のサイトでも情報を公開し
ている。http://www.asia-n.biz
来年の Computex2019 & InnoVEX2019 の会期

は 2019 年5月 28 日（火）から6月1日（土）まで
会期5日間。出展、視察、InnoVEXのピッチエン
トリー、事前登録、事前勉強会などの問い合わせ
もTCA東京事務所まで。
また、2019 年4月、5月には東京で事前勉強会

/直前見どころセミナーを開催予定。さらに会期
初日と2日目の夜には注目製品を現場で紹介する
現地開催の「現場見どころセミナー」も開催予定。
こちらも詳しくはTCA東京事務所まで。
台湾からの製品調達やパートナー探し、企業訪

問や工場見学のアレンジ、通訳のアレンジなどビ
ジネスに関する相談も随時受け付けている。詳し
くは TCA 東京事務所までお問い合わせくださ
い。yoshimura@tcatokyo.com
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